
第2ステップ6分野の外部評価委員会を設置します

　第1ステップの到達点と進捗管理委員会の評価をふまえ、第2ステップでは6分野70項目の課

題に整理を行い、進捗管理を行なっていきます。こうした取り組み状況を監視し、妥当性を評価

する外部専門家や有識者を主体に構成する「品質保証評価委員会」を新たに設置することとしま

した.

　この委員会は、以下の5つの機能を持ち、2年間の再構築計画の進捗だけでなく、その後の日

本生協連の品質保証体系の継続的改善も課題としています。

①品質保証体系再構築課題の取り組み状況を確認すること

②QMS（品質マネジメントシステム）やFSMS（食品安全マネジメントシステム）に反映させた諸施

策の有効性・妥当性を評価すること

③リスクコミュニケーション等もふくめた品質保証活動全般に対する外部評価を行なうこと

④日本生協連も品質保証体系の継続的な改善にむけた提言

⑤新たな問題や課題への対応の妥当性についての検証

年4回の開催で、2009年10月から委員会を開始しました。
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